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ドミニカ共和国における小農経営の営農類型
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要約 : カリブ海地域における農業の担い手は 少数の企業的大規模経営と圧倒的多数の小農に分化してい
る そして 当該地域の小農の自給的営農から商品生産的営農への展開可能性についての実証的定量的分
析は少ない 本稿では はじめに ドミニカ共和国のパルセラと呼ばれる小農の実態調査結果を素材に
主成分分析などを用いて農家の営農類型区分を行い 流動財依存型 労働依存カボチャ型 労働依存コショ
ウ型 自給型の .類型を抽出した つぎに 営農類型ごとに粗生産額に対する生産諸要素 耕地面積 総労
働時間 物財費 の寄与の程度 地目構成 作物家畜構成 労働力構成 労働手段保有状況などを分析し
た これらの検討から 全体としては自給的性格が強く 生産諸要素の機能を表示する投入産出関係が不明
確な いわば同質の営農類型のようにみえるパルセラのなかにも 商品作物の導入を図り 積極的に経営
改善を目指す農家がエンブリオ 萌芽 的存在ではあるが確認できた これら商業的農業に向けたエンブリ
オの育成がこれからの課題となる
キワド : ドミニカ共和国パルセラ農業営農類型 新作物 在来の作物 商業的農業に向けたエンブ
リオ
































Y : 粗生産額 RD
 a : 定数 b+, b, , b- : 係数
X+ : 耕地面積 tasX, : 総労働時間 h X- : 物財費 RD

















比を素材として主成分分析を行い その第 +主成分 寄与
率 ++ と第 ,主成分 寄与率 3 を用いて営農類型区
分を行った +2作目はグレプフルツやオレンジなどの
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柑橘類ココナツカカオアボカドコショウパッショ
ンフルツ カシュナッツ コヒ マンゴ バナ
ナ キャッサバ カボチャ グァンドゥル豆 トウモロ
コシ アビチュエラ豆 米 サツマイモ 畜産物である
なお 前記 JICAのプロジェクトはコショウの導入普及
を柱に進められていた
表 -が示すように 第 +主成分のプラスには多年生作
物 マイナスには一年生作物と畜産物がでてきている 第
,主成分のプラスにはカボチャ グァンドゥル豆 アボ
カドなど マイナスにはキャッサバ サツマイモ コショ




a 第 + 第 ,主成分ともプラスの農家グルプ
この農家グルプの標準偏回帰係数は 耕地面積が
*.,+2* 総労働時間が*.+.2/で いずれも有意な値では
ない 表 .ところが物財費は *..2+.で +*水準で有意
表 + 粗生産額と販売額及び自家消費との相関関係 対象農家全体
表 , 粗生産額を従属変数とした回帰分析 対象農家全体
表 - 粗生産額構成比の主成分分析結果 因子負荷量
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である 決定係数は *.++.-と低い そこで この農家グ
ルプは 粗生産額の増大に物財費の寄与が認められるこ
とから流動財依存型 農家構成比 : ,,以下同様に類
型化した
b 第 +主成分がマイナス 第 ,主成分がプラスの農家
グルプ
このグルプの標準偏回帰係数は 耕地面積が *.+-3.
物財費が *.*.+.で いずれも有意な値ではない 表 / と
ころが総労働時間は *..30,で +水準で有意である 決









表 0 ところが総労働時間が *.0*-.で /水準で有意





d 第 + 第 ,主成分ともマイナスの農家グルプ
この農家グルプの標準偏回帰係数は 耕地面積が
*.+..0総労働時間が *.+32.物財費が*.*/*+でいずれ






この営農類型に属する農家は ,+戸で 全体の ,,を占









表 . 粗生産額を従属変数とした回帰分析 流動財依存型農家




平均である ,.3年を大きく上回っており ほかの -グル
プよりも長い 一方 非識字者は /名おり おおよそ .人
に +人程度である
この農家グルプの +戸当たり所有地面積は 0,.* tas
で 農家グルプのなかでは最も広い しかし 荒廃地面
積も ,*.- tasと全体の -分の +を占めている すなわち
所有面積は大きいが土地条件の厳しい農家が多いといえよ
う 土地利用では耕地面積が ,3.* tasで 畑地と樹園地の
割合は 0 : /で畑地がやや上回っている ついで牧草地が
+*.+ tas, 植林地が ,.0 tasの順となっている したがって
荒廃地は多いが 全体としては畑地と樹園地のバランスが
とれている
農家 +戸当たりの保有農具はブッシュナイフが +.-- 鍬
*.10ツルハシ *.-2掘棒 コア *..2ハンマ *.**スコッ
プ *.,. 斧 *.+*となっており いずれも人力農具である
農家の栽培作物数についてみると この農家グルプが
最も多く 1.-種類である とくに多い作物は柑橘類とココ
ナツであり それぞれ柑橘類は 3* ココナツは 10の





経営類型についてみると 複合経営が +0戸で 1+を占
めて最も多い ついで 準単一経営が /戸 柑橘類とマン
ゴが各 ,戸ココナツが +戸ココナツを主作物とする
単一経営が +戸であった 畜産では 全戸で鶏を放飼いし
ている その他 牛と豚を 0*以上の農家が飼育し 乳牛
は ,戸で飼育されている
+戸当たりの粗生産額は RD,*,***で農家グルプの
なかでは最も多く 平均の +./倍である これを部門別に
みると 多年生作物が RD+/,*** 1- 一年生作物が











この営農類型に属する農家は -,戸で 全体の -.を占
めている 新規入植者と既存農家は半数ずつである










非識字者は 2名おり 流動財依存型と同様 .人に +人が
非識字者である
表 0 粗生産額を従属変数とした回帰分析 労働依存コショウ型農家
表 1 粗生産額を従属変数とした回帰分析 自給型農家
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この農家グルプの +戸当たり所有地面積は /,.. tas
で 地域の平均に等しい また 畑地面積がわずかに少な
いが 樹園地 畑地 牧草地 荒廃地がほぼ均一に分散し
ている さらに 植林地は流動財依存型と同水準の ,.2 tas
である
農家 +戸当たりの保有農具はブッシュナイフが *.23 鍬
*.03 ツルハシ *.0- 掘棒 *.-2 ハンマ *./0 スコップ




が 半数以上の農家で栽培している作物は 柑橘類 カボ










に ,-戸 1+ が複合経営である しかし 単一経営も
/戸存在し その主作物の内訳は柑橘類 バナナ グァン






畜産が RD /,+** -* 多年生作物が RD ,,.**













この営農類型に属する農家は ,-戸で 全体の ,.を占
めている この営農類型の新規入植者は +*戸である




く 出稼ぎの条件に恵まれている したがって 農業から
の収入が少ない場合は 現金収入を求めて成人男子が出稼
ぎを指向し 結果的に農村に女子が残っていると考えられ
る 婚姻関係をみると未婚者が +戸あり 労働力構成が脆
弱な農家が存在しているようである
教育水準を就学年数でみると この農家グルプの経営
主の平均就学年数は -.-年である しかし なかには唯一
の大学卒業者も含まれている一方非識字者も /名おり
類型内の教育水準のバラツキも大きいといえよう
この農家グルプの +戸当たり所有面積は /-./ tasでほ
ぼ地域の平均に等しい 地目別面積では 牧草地が 0.* tas




農家 +戸当たり保有農具はブッシュナイフ +.+. 鍬
*.12 ツルハシ *.1/ 掘棒 *.-+ ハンマ *.,/ スコップ




作物では多年生作物が中心で 柑橘類 ココナツ カカオ
カシュナッツ バナナが半数以上の農家にみられる ま
た このグルプでは全戸のコショウがすでに成木とな






しかし コショウの単一経営が +戸存在する 一方 準単
一経営は 1戸あり その内訳は柑橘類 カカオ バナナが




なかでは最も低い 部門別では 多年生作物が RD0,-**












この類型に属する農家数は +3戸で 全体の ,*を占め
ている 新規入植者は約 -分の ,に当たる +-戸であり .
類型のなかでは最も高い割合を占めている
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平均家族員数は ..0人で 最も少ない その理由は ,名
の独身者と ,名の未亡人が含まれており 高齢者あるいは
若い新規入植者が多いためと考えられる 稼働員数 労働
能力換算 は ,.-人で 他の類型より少ない
教育水準を就学年数でみると この農家グルプの経営
主の平均就学年数は ,.0年であり 地域全体の平均である
,.3年を下回っている また 非識字者は 0名で -人に +
人の割合となっている
この農家グルプの +戸当たり所有地面積は -2.0 tasで
最も小さい 地目別面積の内訳では畑地が 1./ tasと少な
く 樹園地が ++.+ tas, 牧草地が ++.1 tasでほぼ等しい ま
た荒廃地は極めて少なく /.3 tasで 土地利用率は高い
+戸当たりの保有農具は他の営農類型と同様に ブッ






い 一方 豚 鶏などの畜産を経営のなかに取り入れてい






経営形態についてみると 複合経営が 3戸で .1を占
め 最も多い ついで 単一経営が 1戸 -1 準単一が
-戸 +0である単一経営の主作物の内訳はキャッサバ
が +戸 コショウが 0戸である また 準単一経営では
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Summary : Agriculture in the Dominican Republic consists of a large number of small farm house-
holds called “parcela” and a few big, corporate farms called “hacienda”.
The purpose of this study is to determine the shifting probability from subsistence farming to
commercial farming based on the survey data of ninety-six “parcelas” in rural of shifting areas near
Santo Domingo.
The results of this study are summarized as follows ;
+. The study found no correlation between input and output for the reason that “parcelas” are
subsistence farm households. The standard partial regression coe$cient of land, PMWU (Productive
Man Work Unit) and its cost are respectively *.+,,, ( t value : *.3/.2), *./-+0(ditto, ,./-+2) and *.*,,-
(ditto, *1-,/).
,. Ninety-six “parcelas” are classiﬁed into four groups according to the score of the ﬁrst principal
component and the second principal component.
+) First group includes twenty-one “parcelas”, named the circulating goods type. Although
coe$cient of determination is low, the standard partial regression coe$cient of cost shows that a
signiﬁcant level is +.
,) Second group includes thirty-two “parcelas”, named high-labor cultivation of pumpkin. Al-
though coe$cient of determination is low, the standard partial regression coe$cient of PMWU shows
that a signiﬁcant level is /.
-) Third group includes twenty-three parcelas”, named high-labor cultivation of pepper. Al-
though coe$cient of determination is low, the standard parcial regression coe$cient of PMWU shows
that a signiﬁcant level is /.
.) Forth group includes nineteen “parcelas” named self-su$ciency type. Coe$cient of determi-
nation is *.
This study shows that the “parcelas” of the Dominican Republic have four types of subsistence
farm households. Some “parcelas” practice e#ective agricultural techniques and those “parcelas” are
in the process of converting to commercial family farms.
Key words : The Dominican Republic, Parcela agriculture, Farm types, New crops, Traditional crops,
Embrio for commercial farm
* Department of International Agricultural Development, Faculty of International Agriculture and Food Studies, Tokyo
University of Agriculture
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